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澤
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二
〇
〇
二
年
十
月

一

は
じ
め
に

私
は
、
平
成
十
三
年
度
学
校
法
人
駒
澤
大
学
の
公
費
在
外
研
究
員
（
国
内
長

期
研
修
）
と
し
て
、
二
〇
〇
一
年
四
月
一
日
よ
り
二
〇
〇
二
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
一
年
間
、
龍
谷
大
学
に
お
い
て
国
内
研
修
を
行
な
う
機
会
に
恵
ま

１
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れ
た
。

も
と
よ
り
胸
を
張
っ
て
研
究
成
果
と
呼
べ
る
も
の
は
何
も
な
い
が
、
国
内
研
修

を
行
な
う
に
あ
っ
て
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
意
を
込
め
て
、
こ
こ

に
聊
か
の
研
修
報
告
を
な
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

ま
ず
今
回
、
私
が
研
修
先
と
し
て
龍
谷
大
学
を
選
ん
だ
の
は
、
私
が
現
在
関

心
を
抱
い
て
い
る
分
野
の
研
究
機
関
と
し
て
、
龍
谷
大
学
が
最
も
適
し
て
い
る

と
判
断
し
た
た
め
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
本
報
告
を
読
ん
で
い
た
だ
け

ば
自
ず
と
了
解
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
確
信
す
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
指

導
教
授
を
お
願
い
し
た
淺
田
正
博
先
生
に
完
全
に
甘
え
る
か
た
ち
で
お
引
き
受

け
い
た
だ
い
た
と
い
う
の
が
実
情
な
の
で
あ
る
。

淺
田
先
生
は
、
一
九

九
年
度
の
龍
谷
大
学
の
研
究
員
と
し
て
一
年
間
、
東

京
大
学
へ
内
地
留
学
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
折
、
先
生
は
当
時
週
に
一
度
行
な

わ
れ
て
い
た
本
学
の
池
田
魯
参
教
授
の
課
外
の
演
習
、『
四
明
尊
者
教
行
録
』講

読
に
も
参
加
さ
れ
て
い
た
の
で

２
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あ
る
。
私
が
先
生
と
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は

そ
の
演
習
に
お
い
て
で
あ
り
、
以
後
面
識
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
ご
縁
に
抜
刷

を
お
送
り
す
る
な
ど
し
て
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
抜
刷
を

お
送
り
す
る
と
先
生
は
決
ま
っ
て
丁
寧
な
返
信
を
下
さ
っ
た
。
ま
だ
就
職
で
き

な
か
っ
た
オ
ー
バ
ー
ド
ク
タ
ー
の
頃
、
私
は
そ
の
お
便
り
に
大
い
に
元
気
づ
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
頃
、
淺
田
先
生
と
共
に
学
外
よ
り
励
ま
し
て
下
さ

っ
た
の
が
、
藤
井
教
公
先
生
、
菅
野
博
史
先
生
で
あ
る
が
、
お
三
人
と
も
共
に

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
の
研
究
員
で
あ
っ
た
と
い
う
の
も
私
に
は
何
か
不
思
議

な
因
縁
の
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

正
直
に
告
白
す
れ
ば
、
今
回
の
研
修
は
か
か
る
淺
田
先
生
を
頼
っ
て
私
の
方

か
ら
一
方
的
に
お
願
い
し
て
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
と
い
う
の
が
率
直
な
と

こ
ろ
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
当
方
の
一
方
的
な
無
理
な
お
願
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
淺
田
先
生
ご
夫
妻
に
は
今
回
の
研
修
の
最
初

か
ら
最
後
ま
で
大
変
な
お
世
話
を
い
た
だ
い
た
の
で

３
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あ
る
。
顧
み
て
、
京
都
で

の
一
年
間
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ひ
と
え
に
先
生

ご
夫
妻
の
お
か
げ
で
あ
り
、
何
は
さ
て
お
き
、
こ
こ
に
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
た
い
。

さ
て
、
今
回
の
研
修
は
、
実
質
的
に
は
二
〇
〇
一
年
二
月
十
九
日
、
淺
田
先

生
と
龍
大
大
学
院
Ｏ
Ｂ
の
竹
中
尚
文
氏
を
煩
わ
せ
て
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ
い

荷
の
鳥
居
等
が
眺
望
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で
き
、
居
な
が
ら
に
し
て
四
季
折
々
の
景
観
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
研
究
棟
で
あ
る
紫
英
館
自
体
が
と
て
も
機
能
的
に
出
来

て
お
り
感
心
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
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っ
た
。

深
草
学
舎
は
、
師﹅
団﹅
街﹅
道﹅
と
第﹅
一﹅
軍﹅
道﹅
の
交
差
点
一
帯
に
位
置
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ

14
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う
に
、
も
と
も
と
は
旧
日
本
陸
軍
練
兵
場
跡
で
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あ
り
、

終
戦
後
そ
の
地
に
駐
留
し
た
米
軍
キ
ャ
ン
プ
施
設
を
昭
和
三
十
年
代
後
半
に
取

得
し
て
建
設
が
始
ま
っ
た
と
さ
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）

れ
る
。
研
修
期
間
中
、
学
内
で
た
ま
た
ま
手
に

し
た
龍
谷
大
学
の
広
報
誌
『
龍
谷
』
第
五
十
号
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に
は
、
開
設
当
時
の
深
草
キ
ャ

ン
パ
ス
の
様
子
が
「
龍
大
歴
史
散
歩
」
と
し
て
写
真
入
り
で
紹
介
さ
れ
て
い
た

が
、
今
日
の
発
展
の
様
子
は
ま
さ
に
隔
世
の
感
と
い
う
外
は
な
い
。

深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
開
発
当
時
の
こ
と
に
つ
い
て
、
前
学
長
の
北
畠
典
生
博
士

は
、
次
の
よ
う
に
述
懐
し
、
当
時
の
増
山
顕
珠
学
長
（
一
九
五

年
六
月
｜
一

九
六
四
年
五
月
）
や
学
監
で
あ
っ
た
佐
藤
哲
英
博
士
の
ご
苦
労
を
讃
え
て

18
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い
る
。

昭
和
三
十
六
年
秋
の
こ
と
で
す
。

龍
大
が
文
化
系
総
合
大
学
を
め
ざ
し
て
新
し
い
土
地
を
深
草
に
求
め
、
教

育
・
研
究
に
適
す
る
よ
う
に
環
境
の
整
備
が
急
が
れ
て
い
た
頃
で
す
が
、

現
在
の
深
草
学
舎
の
正
門
を
入
っ
た
右
（
東
）
側
一
帯
に
は
七
・

十
セ

ン
チ
も
あ
る
草
が
生
え
て
い
ま
し
た
。
地
名
の
示
す
通
り
深
草
で
あ
っ
た

の
で
す
。
夏
休
み
も
過
ぎ
た
あ
る
日
の
午
後
、
学
監
を
つ
と
め
て
お
ら
れ

た
佐
藤
先
生
が
、
ヒ
サ
シ
の
大
き
い
麦
わ
ら
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
、
モ
ク
モ

ク
と
鎌
で
草
を
刈
っ
て
お
ら
れ
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
驚
い
た
私
が
手

伝
い
を
申
し
出
た
と
こ
ろ
、「
ぼ
く
は
若
い
頃
か
ら
草
刈
り
は
慣
れ
て
い

る
。
君
ら
に
ケ
ガ
を
さ
れ
て
は
困
る
。
気
を
つ
か
い
な
さ
ん
な
。
ぼ
く
に

ま
か
せ
て
お
き
な
さ
い
。」と
の
お
言
葉
。
大
変
に
恐
縮
し
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。

た
、
龍
谷
大
学
深
草
学
舎
内
に
あ
る
生
協
で
の
寄
宿
先
探
し
か
ら
始
ま
っ
た
。

同
生
協
の
紹
介
に
よ
っ
て
、
寄
宿
先
を
京
阪
宇
治
線
「
桃
山
南
口
駅
」
近
く
の

京
都
市
伏
見
区
桃
山
町
養
斎
に
定
め
る
こ
と
に
し
た
が
、
結
果
的
に
私
に
と
っ

て
こ
の
地
は
絶
好
の
場
所
と
な
っ
た
の
で

４
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あ
る
。
寄
宿
先
は
、
す
ぐ
前
を
山
科

川
が
流
れ
、
背
後
に
は
明
治
天
皇
を
祀
っ
た
桃
山
御
陵
が
あ
り
、
そ
し
て
ベ
ラ

ン
ダ
か
ら
は
醍
醐
の
山
々
や
道
元
禅
師
ゆ
か
り
の
松
殿

５
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山
荘
の
あ
る
宇
治
木
幡

の
丘
陵
が
眺
望
で
き
る
と
い
う
抜
群
の
環
境
に
あ
っ
た
。

二

龍
谷
大
学
深
草
学
舎

上
記
の
よ
う
に
寄
宿
先
を
定
め
、
三
月
二
十
二
日
十
五
時
〇
九
分
新
横
浜
発

の
「
の
ぞ
み
19
号
」
で
家
族
と
共
に
京
都
に
向
か
っ
た
が
、
淺
田
先
生
に
ご
案

内
い
た
だ
い
て
龍
谷
大
学
深
草
学
舎
内
に
あ
る
、
今
回
の
国
内
研
修
の
正
式
な

窓
口
と
な
っ
た
「
研
究
事
務
課
」（
こ
の
「
研
究
事
務
課
」
は
私
の
滞
在
中
「
研

究
推
進
課
」
と
名
称
が
変
更
さ
れ
た
）
で
諸
手
続
を
済
ま
せ
た
の
は
、
三
月
二

十
七
日
の
こ
と
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
龍
谷
大
学
は
下
京
区
七
条
大
宮
に
あ
る
「
大
宮
学
舎
」
と
、

伏
見
区
深
草
の「
深
草
学
舎
」、
そ
れ
に
近
年
新
し
く
設
け
ら
れ
た
大
津
市
瀬
田

の
「
瀬
田
学
舎
」
の
三
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
よ
り
な

６
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る
が
、
そ
の
中
心
を
な
す
の

が
大
学
本
部
の
あ
る
深
草
学
舎
で
あ
る
。
今
回
の
研
修
で
は
、
淺
田
先
生
と
龍

谷
大
学
事
務
部
局
の
特
段
の
ご
配
慮
に
よ
り
、
深
草
学
舎
紫
英
館
の
五
三
五
号

室
を
研
究
室
と
し
て
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
幸
運
に
恵
ま
れ

７
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た
が
、

深
草
は
わ
が
道
元
禅
師
ゆ
か
り
の
地
で

８
）

あ
り
、
そ
の
深
草
を
中
心
に
研
究
活
動

が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
何
か
の
め
ぐ
り
合
わ
せ
と
い
え
よ
う
。
お
借
り

し
た
研
究
室
か
ら
は
東
山
三
十
六
峰
の
最
後
を
飾
る
稲

９
）

荷
山
、
そ
の
手
前
に
は

石

10
）

峰
寺
や
宝

11
）

塔
寺
、
左
手
奥
に
は
遠
く
東
福
寺
の
屋
根
屋
根
、
そ
し
て
伏
見
稲

龍
谷
大
学
と
三
論
教
学

奥

野

光

賢

在
外
研
究
報
告
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教
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（
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野
）

深
草
の
新
天
地
開
拓
に
か
け
ら
れ
た
先
生
の
情
熱
の
一
端
を
垣
間
見
た
よ

う
な
気
が
し
ま
し
た
。
頭
と
口
は
言
わ
ず
も
が
な
、
手
も
足
も
存
分
に
駆

使
さ
れ
た
先
生
で
あ
り
ま
し
た
。
深
草
の
土
地
と
建
物
の
払
い
下
げ
な
ど

に
つ
い
て
も
、
裏
方
さ
ん
に
徹
し
た
佐
藤
先
生
は
、
増
山
学
長
の
も
と
で

龍
大
の
拡
充
策
を
具
体
的
に
推
進
さ
れ
た
第
一
の
功
労
者
で
あ
っ
た
の
で

す
。
深
草
学
舎
の
顕
真
館
（
講
堂
）
の
落
成
を
見
と
ど
け
ら
れ
た
先
生
は
、

殊
の
ほ
か
お
喜
び
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
竣
工
記
念
の
講

演
会
の
講
師
と
し
て
の
御
出
講
が
、
先
生
の
最
後
の
講
演
で
も
あ
っ
た
わ

け
で
す
。

こ
の
北
畠
博
士
の
ご
文
章
に
も
あ
る
よ
う
に
、
深
草
学
舎
の
中
央
に
位
置
し
、

深
草
学
舎
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
の
が
礼
拝
堂
「
顕
真
館
」
で
、
こ
の
建

物
は
全
国
の
卒
業
生
か
ら
の
浄
財
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
聞
い

た
。「
顕
真
館
」完
成
の
喜
び
を
、
そ
の
建
設
の
た
め
に
挺
身
さ
れ
た
と
い
う
当

時
の
龍
谷
大
学
宗
教
部
長
山
崎
慶
輝
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教
授
が
次
の
よ
う
に
記
し
て
お
ら
れ
る

の
を
、
つ
い
最
近
ま
っ
た
く
別
の
関
心
か
ら
読
む
こ
と
を
得
た
、
上
田
晃
圓『
日

本
上
代
に
お
け
る
唯
識
の
研
究
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九

五
年
）に
寄
せ
た
山

崎
教
授
の
序
文
に
よ
っ
て
知
っ
た
。

今
年
は
龍
谷
大
学
深
草
学
舎
に
、
多
年
の
念
願
で
あ
っ
た
礼
拝
堂
「
顕
真

館
」
が
竣
工
し
、
そ
の
正
面
に
は
現
代
日
本
画
壇
の
第
一
人
者
で
あ
る
平

山
郁
夫
画
伯
の
「
祇
園
精
舎
釈
迦
説
法
図
」
の
陶
板
が
飾
ら
れ
た
。
林
の

な
か
で
静
か
に
法
を
説
か
れ
る
釈
尊
の
お
姿
が
印
象
的
で
あ
る
。
こ
の
絵

を
見
る
た
め
に
全
国
各
地
か
ら
、
同
窓
生
は
も
と
よ
り
、
本
学
に
関
係
の

な
い
人
ま
で
が
訪
ね
て
き
て
、
深
草
の
名
所
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

右
の
山
崎
教
授
の
言
に
も
あ
る
よ
う
に
、「
顕
真
館
」正
面
の
平
山
郁
夫
画
伯

の
「
祇
園
精
舎
釈
迦
説
法
図
」
は
本
当
に
見
事
で
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、
礼
拝
施
設
と
し
て
の
筆
者
が
垣
間
見
た
顕
真
館
の
様
子
等
に
つ
い
て
は
、

「
龍
谷
大
学
に
お
け
る
宗
教
教
育
に
つ
い
て
」
の
項
で
少
し
く
述
べ
て
み
た
い
。

三

龍
谷
大
学
に
お
け
る
三
論
教
学
研
究

わ
が
国
の
三
論
教
学
の
研
究
が
、
そ
の
当
初
よ
り
吉
蔵（
五
四
九
｜
六
二
三
）

の
『
三
論
玄
義
』
研
究
を
中
心
に
進
め
ら
れ
、
そ
の
傾
向
が
明
治
以
降
も
続
い

て
き
た
こ
と
は
、
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

20
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る
が
、
私
は
龍
谷
大
学
こ
そ
わ

が
国
近
代
に
お
け
る
三
論
教
学
研
究
の
発
祥
の
地
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ

れ
は
、
以
下
に
見
る
よ
う
な
龍
谷
大
学
関
係
者
の
研
究
成
果
を
列
挙
す
れ
ば
、

誰
も
が
納
得
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

①
村
上
専
精
『
三
論
玄
義
講
義
』（
哲
学
館
、
一
九
〇
二
年
）

②
前
田
慧
雲
『
三
論
玄
義
講
話
録
』（
興
教
書
院
、
一
九
〇
二
年
）

③
前
田
慧
雲
『
三
論
宗
綱
要
』（
丙
午
社
、
一
九
二
〇
年
）

④
高
雄
義
堅
『
三
論
玄
義
解
説
』（
興
教
書
院
、
一
九
三
六
年
）

⑤
佐
々
木
憲
徳『
啓
蒙
三
論
玄
義
通
観
』（
山
崎
宝
文
館
、
一
九
三
六
年
）

こ
の
中
、
④
の
前
田
慧
雲
『
三
論
宗

21
）

綱
要
』
は
、
後
に
平
井
俊
榮
博
士
の
『
中

国
般
若
思
想
史
研
究
｜
吉
蔵
と
三
論
学
派
』（
春
秋
社
、
一
九
七
六
年
）が
出
版

さ
れ
る
ま
で
、
唯
一
の
三
論
宗
の
要
義
を
ま
と
め
た
解
説
書
と
し
て
、
多
く
の

読
者
を
裨
益
し
て
き
た
。
⑤
の
高
雄
義
堅
『
三
論
玄
義
解
説
』
は
、
今
日
に
至

る
ま
で
『
三
論
玄
義
』
に
対
す
る
最
高
の
解
説
書
と
し
て
名
高
い
も
の
で
あ
る
。

同
書
は
、
そ
の
「
題
言
」
に
よ
れ
ば
、「
昭
和
九
年
の
安
居
講
習
会
に
副
講
と
し

て
玄
義
を
講
ず
る
に
当
り
、
そ
の
参
考
に
資
せ
ん
が
為
に
編
述
を
企
て
た
も
の

で
あ
る
」（
二
頁
）と
い
う
。
高
雄
博
士
の
安
居
講
義
に
先
立
っ
て
、
出
版
さ
れ

た
の
が
、

⑥
龍
谷
大
学
編『
講
本
三
論
玄
義
』（
龍
谷
大
学
出
版
部
、
一
九
三
一
年
）

佐
藤
哲
英
「
三
論
学
派
に
お
け
る
約
教
二
諦
説
の
系
譜
｜
三
論
宗
の
相

承
論
に
対
す
る
疑
問
」（『
龍
谷
大
学
論
集
』第
三

〇
号
、
一
九
六
六
年

23
）

三
月
）

で
は
、
な
ぜ
龍
谷
大
学
で
は
か
く
も
多
く
の
三
論
研
究
が
な
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
今
回
、
そ
の
よ
う
な
意
識
を
も
っ
て
改
め
て
前
記
の
論
考
を
通
読
し

て
み
る
と
、
⑨
三
井
淳
辨
「
南
地
三
論
の
教
系
を
論
ず
」
中
に
、
次
の
よ
う
な

興
味
あ
る
記
述
を
認
め
る
こ
と
が
で

24
）

き
た
。

然
る
に
余
、
昨
年
中
秋
法
相
宗
管
長
佐
伯
定
胤
僧
正
に
随
伴
し
て
南
都
東

大
寺
に
遊
び
、
寺
僧
管
沼
文
学
士
の
案
内
に
て
、
同
寺
附
属
の
南
都
仏
教

図
書
館
を
参
観
し
、
貴
重
品
書
類
中
に
於
て
、『
三
論
祖
師
伝
集
』
三
巻
、

智
光
撰
『
浄
名
略
疏
』
七
冊
、
宗
性
上
人
抜
出
の
『
名
僧
伝
』
二
巻
を
得

た
り
、
何
れ
も
宗
祖
見
真
大
師
晩
年
時
代
に
書
写
せ
し
も
の
な
り
、
余
之

れ
等
の
古
文
書
を
披
見
す
る
に
及
ん
で
曇
済
研
究
に
聊
か
曙
光
を
得
た
る

を
覚
ゆ
、
さ
れ
ば
之
れ
等
の
資
料
に
依
り
て
鄙
見
を
陳
述
せ
ん
。

（
傍
線
部＝

奥
野
）

す
な
わ
ち
、
三
井
博
士
ら
は
前
記
の
よ
う
な
三
論
学
派
に
対
す
る
研
究
を
な

す
に
あ
た
っ
て
、
東
大
寺
図
書
館
等
に
赴
き
、
実
地
に
南
都
に
伝
わ
る
あ
ま
た

の
写
本
に
接
し
て
い
た
の
で

25
）

あ
る
。
龍
谷
大
学
図
書
館
に
は
、
多
く
の
三
論
関

係
の
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
は
『
龍
谷
大
学
和
漢
書
分
類
目
録

仏
教
之

26
）

部
）』、
伊
藤
隆
寿
「
三
論
宗
関
係
典
籍
目
録
（

27
）

稿
）」
に
よ
っ
て
、
所

蔵
さ
れ
て
い
る
三
論
関
係
の
文
献
を
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
今
回
そ

れ
ら
の
写
本
の
幾
つ
か
を
調
査
し
て
み
る
と
、
そ
れ
ら
は
原
写
本
で
は
な
く
そ

の
多
く
が
江
戸
期
や
明
治
期
の
い
わ
ゆ
る
臨
写
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

28
）

っ
た
。

い
ま
参
考
ま
で
に
伊
藤
目
録
の
中
か
ら
写
本
に
限
っ
て
、
龍
大
所
蔵
の
三
論
宗

関
係
文
献
を
摘
録
し
て
み
れ
ば
次
の
通
り
で

29
）

あ
る
。

で

22
）

あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
『
三
論
玄
義
』
の
研
究
に
先
立
ち
、
龍
谷
大
学
で
は
次
の
よ

う
な
諸
先
学
に
よ
る
三
論
教
学
乃
至
三
論
学
派
に
関
す
る
研
究
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

⑦
佐
々
木
憲
昭
「
古
三
論
に
於
け
る
教
判
」（『
六
條
学
報
』
第
七
十
六
号
、

一
九
〇

年
二
月
）

⑧
佐
々
木
憲
昭
「
興
皇
法
朗
の
教
学
所
説
を
論
ず
」（『
六
條
学
報
』
第
百

号
、
一
九
一
〇
年
一
月
）

⑨
三
井
淳
辨「
南
地
三
論
の
教
系
を
論
ず
」（『
六
條
学
報
』第
百
号
、
一
九

一
〇
年
一
月
）

三
井
淳
辨「
真
宗
と
三
論
教
と
の
関
係
を
論
ず
」（『
六
條
学
報
』第
百
一

号
、
一
九
一
〇
年
三
月
）

佐
々
木
憲
徳「
摂
嶺
僧
詮
の
二
諦
義
」（『
六
條
学
報
』第
百
五
号
、
一
九

一
〇
年
七
月
）

佐
々
木
憲
徳「
高
麗
之
朗
大
師
」（『
六
條
学
報
』第
百
七
号
、
一
九
一
〇

年
九
月
）

佐
々
木
憲
徳「
四
論
教
学
之
研
究
」（『
六
條
学
報
』第
百
十
号
、
一
九
一

〇
年
十
二
月
）

瀬
成
世
眼
「
三
論
の
精
神
慰
安
法
」（
一
）（
二
）（
三
・
完
）（『
龍
谷
大

学
論
集
』
第
一
七
〇
号
、
第
一
七
四
号
、
第
一

二
号
、
一
九
一
五
年

十
一
月
、
一
九
一
六
年
四
月
、
一
九
一
六
年
十
二
月
）

佐
藤
哲
英「
梁
朝
二
十
三
家
の
二
諦
説
」（『
龍
谷
大
学
論
集
』第
二
九

号
、
一
九
三
一
年
七
月
）

三
井
淳
辨「
曇
鸞
の
四
論
教
学
と
其
教
系
」（『
高
田
学
報
』第
一
号
、
一

九
三
二
年
一
月
）

二
〇

龍
谷
大
学
と
三
論
教
学
（
奥
野
）

二
〇
七



＊

三

一
乗
仏
性
慧
日
抄

一
巻

円
宗

龍
大

30
）

（
写
）

＊

四
一

鳩
摩
羅
什
法
師
大
義
（
大
乗
大
義
章
）

三
巻
、
龍
大
（
明

治
時

31
）

代
写
）

＊

四
五

華
厳
遊
意
巻
第
一

一
巻

吉
蔵

龍
大2414-52

32
）

（
写
）

＊

七

三
論
玄
義
肝
要
抄
巻
一
〜
巻
五

三
冊

龍
大2641-10

（1349
以

33
）

前
写
）

三
論
玄
義
抄
（
肝
要
抄
）

三
巻

龍
大2641-11

（
写
）

＊

九
一

三
論
玄
義
記

二
巻

龍
大2641-12

（1791

〜1847

宝

34
）

雲
写
）

九
二

三
論
玄
義
記
（
聴
記
）

二
巻

龍
大2641-25

（1769

〜1841

曇
龍
写
）

＊

九
四

三
論
玄
義
懸
談
（
譚
）

一
巻

龍
大2641-14,15,16

（1730

〜1782

慧

35
）

雲
写
）

＊

九

三
論
玄
義
玄
談
略
抄

一
巻

龍
大2641-17

36
）

（
写
）

一
〇
四

三
論
玄
義
甲
申
記
（
筆
記
）

一
巻

僧
朗

龍
大2641-29

（1824

写
）

＊
一
〇

三
論
玄
義
講
録

四
巻

龍
大2641-19

37
）

（
写
）

＊
一
一
〇

三
論
玄
義
講
録

一
巻

蜂
屋
良
潤
（1827

〜1905

）

龍

大2641-20

38
）

（
写
）

＊
一
二
五

三
論
玄
義
鈔
（
桂
宮
鈔
）

三
巻

貞
海
（1342

）

龍
大

2641-13

（

39
）

1735

写
）

一
三
四

三
論
玄
義
聴
記

四
巻

慧
雲
（1730

〜1782

）

龍
大

2641-26

（
写
）

＊
一
三
七

三
論
玄
義
抜
出
記

巻

如
実

龍
大2641-28

（1

〜4

40
）

欠
）

一
四
九

三
論
玄
私

二
巻

龍
大2641-30

（1484

清
涼
院
写
）

＊
一
五
〇

三
論
玄
疏
文
義
要

十
巻

珍
海
（1092

〜1152

）

龍
大

2641-31

41
）

（
写
）

＊
一
六
二

三
論
宗
経
論
章
疏
目
録

一
巻

龍
大2012-4

42
）

（
写
）

＊
一
六
四

三
論
宗
綱
要

一
巻

霊
雄
・
義
観

龍
大2642-1

43
）

（
写
）

＊
一
七
五

三
論
宗
通
途
所
用
名
目

一
巻

龍
大2012-14

44
）

（
写
）

＊
一
七
七

三
論
（
宗
）
判
談
集

三
巻

龍
大2012-4

45
）

（
写
）

＊
二
一
三

三
論
祖
師
伝
集
（
上
・
中
）
一
巻

龍
大296.2-2,3

46
）

（
写
）

＊
二
二
一

三
論
要
心
鈔

一
巻

龍
大2012-4

47
）

（
写
）

二
七
五

浄
名
玄
論

巻

吉
蔵

龍
大
研
仏
（
写
）

三
〇
一

肇
論
遊
刃
記
抜
粋

一
巻

龍
大2642-8

（1775

純
識
写
）

＊
三
九
〇

大
乗
三
論
略
章

一
巻

龍
大2641-36

48
）

（
写
）

＊
三
九
二

（
大
乗
）
四
論
玄
義

一
二
巻

均
正

龍
大2434-90

（
六

冊
、

49
）

新
写
）

＊
三
九
七

大
智
度
論
疏

（
現
存
七
巻
）

慧
影

龍
大2431-29

50
）

（
写
）

＊
三
九
九

大
般
若
経
疏

（
現
存
九
巻
）

吉
蔵

龍
大2412-25

51
）

（
写
）

＊
四
〇
四

大
品
般
若
経
遊
意

一
巻

吉
蔵

龍
大2412-26

52
）

（
写
）

＊
四

五

涅
槃
経
遊
意

一
巻

吉
蔵

龍
大2416-16

（

53
）

同
左
）

五
四
〇

法
華
経
統
略
鈔
略

一
巻

龍
大2413-117

54
）

（
写
）

＊
六
〇
二

維
摩
経
義
疏
（
広
疏
）

六
巻

吉
蔵

龍
大2417-112

55
）

（
写
）

（
＊
印
は
、
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
検
索
し

得
る
も
の
で
あ
る
。
龍
谷
大
学
図
書
館
で
は
、
現
在
も
検
索
シ
ス
テ

ム
へ
の
蔵
書
の
遡
及
打
ち
込
み
を
継
続
中
な
の
で
、
検
索
シ
ス
テ
ム

に
よ
っ
て
検
索
で
き
な
い
文
献
も
ま
だ
若
干
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。）

ま
た
、
龍
谷
大
学
図
書
館
に
は
、
伊
藤
目
録
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、

例
え
ば
高
雄
義
堅

56
）

博
士
や
前
田
慧
雲

57
）

博
士
が
、「
新
三
論
・
古
三
論
」
等
の
説

を
述
べ
る
に
あ
た
っ
て
着
目
し
た
、
宜
然
房

58
）

明
道
の
『
海
印
玄
談
』（『
三
論
玄

談
』）
の
よ
う
な
文
献
も
所
蔵
さ
れ
て

59
）

い
る
。

特
に
前
田
博
士
は
よ
く
『
海
印
玄
談
』
を
参
照
し
て

60
）

お
り
、
こ
れ
ら
の
写
本

を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
意
味
で
は
前
記
『
三
論
宗
綱
要
』
の
執
筆

も
可
能
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

一
九
〇
〇
年
代
前
半
に
龍
谷
大
学
に
お
い
て
開
花
し
た
三
論
教
学
に
対
す
る
研

究
は
、
そ
の
底
辺
に
地
道
な
写
本
研
究
（
書
写
）
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

予
想
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
時
期
に
な
さ
れ
た
研
究
の
中
に
は
、
今
日
の
研
究

水
準
か
ら
み
て
も
等
閑
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
論
文
が
含
ま
れ
て
お

り
、
最
近
、
私
は
特
に
佐
々
木
憲
徳
（
憲
昭
）
博
士
の
三
論
学
派
研
究
を
も
う

一
度
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
を
強
く
感
じ
て
お
り
、
近
々
そ
の
方
面

の
研
究
を
進
め
て
見
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

四

龍
谷
大
学
に
お
け
る
宗
教
教
育
活
動

さ
て
、
次
に
私
が
垣
間
見
た
龍
谷
大
学
に
お
け
る
宗
教
教
育
活
動
に
つ
い
て

ふ
れ
て
み
よ
う
。
龍
谷
大
学
に
は
大
宮
、
深
草
、
瀬
田
の
三
学
舎
に
、
そ
れ
ぞ

れ

61
）

本
館
、
顕
真
館
、
樹

62
）

心
館
と
い
う
三
つ
の
講
堂
（
礼
拝
堂
）
が
あ
り
、
特
筆

す
べ
き
は
学
期
間
中
、
毎
朝

時
三
十
五
分
よ
り
勤
行
と
呼
ば
れ
る
お
勤
め
が

行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
導
師
は
本
願
寺
派
の
僧
籍
を
有
し
た
仏
教
学

科
や
真
宗
学
科
の
教
員
、
そ
れ
に
事
務
職
員
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
勤
め
て
い

る
ご
と
く
で
あ
っ
た
。
私
も
大
宮
の
本
館
講
堂
、
深
草
の
顕
真
館
で
の
勤
行
に

数
回
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
予
想
通
り
（
？
）
参
加
し
て
い
る
学
生
は

少
な
か
っ
た
。
た
だ
、
重
要
な
こ
と
は
毎
朝
厳
粛
な
勤
行
が
続
け
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
毎
月
初
め
の
深
草
に
お
け
る
勤
行
の
後

に
は
、
学
長
に
よ
る

63
）

法
話
が
な
さ
れ
て
い
た
。

上
記
、
勤
行
を
は
じ
め
龍
谷
大
学
に
お
け
る
宗
教
活
動
は
、
学
内
組
織
と
し

て
正
式
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
宗

64
）

教
部
を
中
心
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
組
織
的
に

整
っ
て
い
る
感
じ
が
し
た
。
宗
教
部
で
は
、
龍
谷
大
学
「
建
学
の
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精
神
」
を
具

現
化
す
べ
く
、
毎
朝
の
勤
行
の
他
に
、
毎
月
十
五
日
に
は
顕
真
館
で
お
逮
夜
法

要
を
、
十
六
日
に
は
ご
命
日
法
要
を
本
館
講
堂
で
、
二
十
一
日
に
は
ご
生
誕
法

要
を
樹
心
館
で
行
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
五
月
二
十
一
日
に
は
降
誕
会
を
、
十
月

十

日
に
は
報
恩
講
を
営
む
な
ど
、
概
し
て
法
要
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ

か
、
宗
教
部
主
催
の
特
別
講
座
や
公
開
講
演
会
も
開
催
さ
れ
、
私
も
何
回
か
足

を
運
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ん
だ
。
ま
た
、「
成
人
の
日
」
の
前
日
に
は
、
宗
教
部
主
催
の
「
成
人
の
つ

ど
い
」
が
顕
真
館
で
行
な
わ
れ
、
こ
の
日
は
美
し
く
着
飾
っ
た
女
子
学
生
を
中

心
に
キ
ャ
ン
パ
ス
内
が
華
や
い
で
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
成
人

の
つ
ど
い
」
は
、
多
分
に
学
年
末
試
験
の
た
め
帰
省
し
て
「
成
人
式
」
に
参
加

で
き
な
い
地
方
出
身
の
学
生
の
こ
と
を
配
慮
し
て
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
た
。

前
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
龍
谷
大
学
に
お
け
る
宗
教
教
育
活
動
は
概
し
て
活

発
な
よ
う
な
印
象
を
受
け
た
。
も
ち
ろ
ん
、
学
生
へ
の
浸
透
具
合
と
い
う
点
か

ら
い
え
ば
、
お
そ
ら
く
本
学
や
他
の
宗
教
系
諸
大
学
と
同
様
の
悩
み
を
抱
え
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
重
要
な
点
は
真
摯
な
活
動
が
継
続
し
て
な
さ
れ
て
い
る

と
い
う
点
に
尽
き
る
の
で
あ
ろ
う
と
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。

五

本
願
寺
派
の
教
育
機
関

次
に
私
が
見
学
す
る
こ
と
を
得
た
本
願
寺
派
の
教
育
機
関
に
つ
い
て
述
べ
て

二
一
〇

龍
谷
大
学
と
三
論
教
学
（
奥
野
）

二
〇
九

龍
谷
大
学
と
三
論
教
学
（
奥
野
）



み
た
い
。
淺
田
先
生
の
ゼ
ミ
に
参
加
し
て
お
ら
れ
た
道
元
徹
心
先
生
の
ご
紹
介

に
よ
っ
て
、
六
月
と
十
二
月
に
、
道
元
先
生
も
講
師
と
し
て
出
講
さ
れ
て
い
る

次
の
よ
う
な
本
願
寺
派
の
教
育
機
関
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

①
行
信
教
校
（
大
阪
府
高
槻
市
東
五
百
住
町
三
｜
四
｜
一
七
）

②
中
央
仏
教
学
院
（
京
都
市
右
京
区
山
ノ
内
御
堂
殿
町
二
七
）

本
願
寺
派
常
見
寺
境
内
に
あ
る
①
行
信
教
校
は
、「
親
鸞
聖
人
の
教
え
に
従
っ

て
、
釈
迦
、
弥
陀
二
尊
の
正
意
を
念
じ
念
仏
す
る
行
者
を
育
て
、
人
類
の
将
来

を
明
る
く
開
く
よ
う
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
」
を
目
的
に
、
一

二
（
明

治
十
五
）
年
、
当
時
の
大
阪
府
三
島
郡
富
田
町
本
照
寺
境
内
に
設
立
さ
れ
た
の

を
起
源
と
し
、
一

六
（
明
治
十
九
）
年
現
在
地
に
移
転
さ
れ
た
も
の
と
い

う
か
ら
、
今
年
（
二
〇
〇
二
年
）
開
校
百
二
十
周
年
を
迎
え
る
本
学
と
同
等
の

歴
史
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
三
年
を
修
業
年
限
と
し
、
一
学
年
三
十
名
を
も

っ
て
構
成
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
三
、
〇
〇
〇
名
以
上
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
る

と
い
う
。
別
に
一
年
を
修
業
年
限
と
す
る
行
信
仏
教
学
院
も
併
置
さ
れ
て
い
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る
が
、
受
講
生
の
年
代
も
幅
広
く
、
ま
た
設
置
さ
れ
て
い
る
環
境
か
ら
し
て
ま

さ
に
そ
れ
は
私
塾
と
い
う
か
「
寺
子
屋
」
と
い
う
印
象
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は

仏
教
教
育
の
原
点
が
あ
る
よ
う
に
も
思
え
、
私
に
は
き
わ
め
て
強
い
印
象
が
残
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っ
た
。

②
中
央
仏
教
学
院
は
、「
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
僧
侶
に
な
ろ
う
と
す
る
者
又

は
教
師
授
与
の
申
請
資
格
を
得
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
て
必
要
な
教
育
を
行
い
、

更
に
教
師
で
真
宗
学
そ
の
他
仏
教
に
関
す
る
研
究
を
志
す
も
の
に
対
し
て
研
究

指
導
を
行
う
」
こ
と
（
学
則
第
三
条
）
を
目
的
に
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
本

願
寺
境
内
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
地
に
移
っ
た
の
は
一
九
二

（
昭
和

三
）
年
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
予
科
（
十
名
）、
本
科
（
百
二
十
名
）、
研
究
科

（
三
十
名
）
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
修
業
年
限
は
一
年
と
な
っ
て
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い
る
。
そ
れ

に
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
に
創
立
さ
れ
た
通
信
教
育
部
が
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あ
る
。
道
元

先
生
に
ご
案
内
い
た
だ
い
て
、
就
任
さ
れ
た
ば
か
り
の
北
畠
晃
融
学
院
長
、
白

川
晴
顕
学
校
教
育
部
長
先
生
に
長
時
間
に
わ
た
っ
て
貴
重
な
お
話
を
伺
っ
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
、
改
め
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

六

淺
田
ゼ
ミ

今
回
の
研
修
期
間
中
、
年
間
を
通
じ
て
、
淺
田
先
生
に
よ
る
大
学
院
文
学
研

究
科
の
「
演
習
」（
修
士
課
程
）
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
（
後
期
か
ら
は
学

部
の
「
演
習
」
に
も
参
加
し
た
）
の
で
、
次
に
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み

た
い
。

「
演
習
」
は
金
曜
日
の
午
後
、
大
宮
学
舎
で
行
わ
れ
、
博
士
課
程
の
諸
氏
の

他
、
非
常
勤
講
師
の
道
元
徹
心
先
生
、
小
山
昌
純
先
生
、
若
園
善
聡
先
生
等
も

参
加
し
て
お
ら
れ
た
。
龍
大
で
は
指
導
教
授
に
よ
る
「
演
習
」
は
「
文
献
講
読
」

と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
開
講
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
で
、
後
者
が
文
字
通
り
の
「
文

献
講
読
」
で
あ
る
の
に
対
し
（
昨
年
度
は
『
四
教
儀
集
註
』
の
講
読
が
行
な
わ

れ
て
い
た
）、
淺
田
先
生
の
「
演
習
」
は
修
士
論
文
の
作
成
に
向
け
て
の
研
究
指

導
と
い
う
色
彩
が
強
く
、
毎
週
司
会
者
を
決
め
て
担
当
者
が
各
自
の
研
究
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
発
表
を
行
な
う
と
い
う
形
式
で
授
業
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
発
表

時
間
は
厳
守
さ
せ
ら
れ
、
学
会
並
に
ベ
ル
ま
で
鳴
ら
す
熱
の
入
れ
よ
う
で
あ
っ

た
。
ど
の
大
学
で
も
大
学
院
担
当
の
先
生
方
が
「
演
習
」
の
進
め
方
に
つ
い
て

ご
苦
労
さ
れ
る
こ
と
は
、
よ
く
仄
聞
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
比
較
的
受
講
生

の
多
か
っ
た
昨
年
度
の
淺
田
先
生
は
、「
文
献
講
読
」の
教
授
法
と
重
複
し
な
い

よ
う
、「
演
習
」で
は
出
来
る
だ
け
受
講
生
の
主
体
的
研
究
姿
勢
を
重
ん
じ
、
上

記
の
よ
う
な
発
表
形
式
の
「
演
習
」
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

発
表
担
当
者
は
、
遅
く
と
も
一
週
間
前
に
は
レ
ジ
ュ
メ
を
配
布
し
、
演
習
参

加
者
は
各
自
が
事
前
に
検
討
し
て
き
た
問
題
点
を
発
表
当
日
に
発
表
者
に
質
問

の
か
た
ち
で
指
摘
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
、
そ
れ
は
さ
な
が
ら
小
さ
な
学
会

の
よ
う
な
雰
囲
気
で
も
あ
っ
た
。
手
を
抜
い
た
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
し
て
く
る
と
、

先
生
方
を
始
め
博
士
課
程
の
諸
氏
か
ら
容
赦
の
な
い
意
見
が
寄
せ
ら
れ
る
の
で
、

お
そ
ら
く
入
学
し
た
ば
か
り
の
一
回
生
は
度
肝
を
抜
か
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と

思
う
。
私
も
折
に
ふ
れ
て
意
見
を
求
め
ら
れ
た
が
、
的
確
な
助
言
を
な
し
得
た

か
正
直
に
い
っ
て
心
許
な
く
、
タ
ジ
タ
ジ
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
時
間
中
に
な
し
得
な
か
っ
た
質
問
と
そ
れ
に
対
す
る
発
表
者
の
回
答

は
、
ゼ
ミ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
「
掲
示
板
」
へ
の
書
き
込
み
に
よ
っ
て
な
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
発
表
が
終
わ
っ
て
も
発
表
者
は
し
ば
ら
く
の
間
、

一
安
心
と
は
い
か
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
電
子
メ
イ
ル
を

利
用
し
て
の
授
業
は
確
実
に
進
ん
で
い
る
よ
う
で
啓
発
さ
れ
る
と
こ
ろ
大
で
あ

っ
た
。

以
下
は
、
全
員
が
淺
田
先
生
を
指
導
教
授
と
す
る
院
生
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
が
、
昨
年
度
淺
田
ゼ
ミ
に
参
加
し
て
発
表
し
た
院
生
諸
氏
で
あ
る
。
私
が
研

修
期
間
中
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
ば
か
り
な
の
で
、
こ
こ
に
お
名
前
と
発
表
題

名
を
記
し
、
感
謝
の
意
を
表
し
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た
い
。

【
修
士
課
程
二
回
生
】

加
藤
拓
至
「
普
度
撰
述
『
廬
山
蓮
宗
寶
鑑
』
に
つ
い
て
」

近
藤
博
之
「
法
然
教
学
の
研
究
」

米
森
俊
輔
「
吉
蔵
教
判
成
立
に
関
す
る
研
究
」

楠

光
正
「
仏
教
説
話
の
伝
道
性
｜
今
昔
物
語
集
に
お
い
て
｜
」

鶴
田
大
吾
「
智

の
「
三
諦
三
観
」
説
の
研
究
」

【
修
士
課
程
一
回
生
】

青
木
龍
也
「
龍
樹
の
空
思
想
の
研
究
」

大
谷
欣
裕
「
天
台
密
教
の
研
究
｜
教
判
論
に
中
心
を
置
い
て
｜
」

下
野
了
爾
「
中
国
仏
教
受
容
に
お
け
る
疑
偽
経
典
の
意
義
」

田
中
由
香
「
貞
慶
の
研
究
」

野
呂

靖
「
明
恵
上
人
高
弁
の
研
究
｜
仏
光
観
を
中
心
に
｜
」

山
口
陽
二
「
天
台
止
観
の
研
究
｜
『
六
妙
法
門
』
を
中
心
に
｜
」

こ
の
中
、「
吉
蔵
教
判
成
立
に
関
す
る
研
究
」と
題
し
て
修
士
論
文
を
ま
と
め

た
米
森
俊
輔
君
は
、
吉
蔵
の
「
三
種
法
輪
説
」
に
関
す
る
従
来
の
研
究
を
徹
底

的
に
洗
い
直
し
、「
三
種
法
輪
説
」の
原
型
が
興
皇
寺
法
朗（
五
〇
七
｜
五

一
）

に
あ
る
こ
と
を
論
証
し
よ
う
と
試
み
、
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
る

こ
と
な
か
っ
た
吉
蔵
と
地
論
教
学
の
関
係
に
照
明
を
当
て
よ
う
と
意
欲
的
な
研

究
を
進
め
て
い
て
注
目
さ
れ
た
。
今
春
、
同
君
は
博
士
課
程
に
進
学
し
た
の
で
、

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
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れ
る
。

七

醍
醐
寺
の
こ
と

さ
て
、
最
後
に
研
修
中
折
に
ふ
れ
て
何
度
も
訪
れ
た
醍
醐
寺
の
こ
と
に
ふ
れ

て
お
き
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た
い
。
醍
醐
寺
は
、
京
都
市
伏
見
区
醍
醐
東
大
路
町
二
二
に
あ
る
真
言

宗
の
総
本
山
で
、
貞
観
十
六
年
（

七
四
）、
聖
宝
（

三
二
｜
九
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）

〇
九
）
が
開

い
た
日
本
三
論
宗
ゆ
か
り
の
寺
で
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あ
る
。

私
は
、
一
九

二
年
四
月
、
大
学
院
修
士
課
程
に
入
学
し
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
当
時
、
平
井
俊
榮
先
生
が
「
演
習
」
の
テ
キ
ス
ト
と
さ
れ
て
い
た
の
が
吉

蔵
最
晩
年
の
撰
述
と
伝
え
ら
れ
る
『
大
乗
玄
論
』
で
あ
っ
た
。
先
生
は
、
開
講

初
日
、
現
行
大
正
蔵
経
の
底
本
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
永
仁
三
年
（
一
二
九
五
）

刊
行
の
『
大
乗
玄
論
』
版
本
奥
書
の
次
の
よ
う
な
識
語
を
紹
介
さ
れ
た
。

晨
旦
名
徳
、
法
緯
吉
蔵
、
歴
劫
仕
仏
、
三
論
顕
揚
、

深
奥
宗
義
、
末
世
如
忘
、
先
師
悲
此
、
専
懐
感
傷
、

二
一
二

龍
谷
大
学
と
三
論
教
学
（
奥
野
）

二
一
一

龍
谷
大
学
と
三
論
教
学
（
奥
野
）



彼
遷
化
後
、
屡
送
星
霜
、
弘
安
聖
暦
、
第
三
初
商
、

一
十
三
歳
、
忌
景
云
当
、
為
資
追
福
、
大
乗
玄
章
、

謹
開
印
板
、
以
耀
余
光
、
納
清
滝
宮
、
法
楽
増
荘
、

不
図
斯
印
、
回
録
遭

、
醍
醐
学
侶
、
不
耐
愁
腸
、

衣
鉢
各
投
、
論
文
再
彰
、
摂
嶺
雲
尽
、

不
月
涼
、

金
陵
風
扇
、
一
実
華
芳
、
所
生
慧
業
、
廻
向
無
疆
、

万
乗
聖
化
、
徳

三
皇
、
四
海
静

、
慶

百
王
、

七
世
恩
所
、
仏
道
増
長
、
広
施
群
類
、
利
益
堂
堂
、

于
時
永
仁
三
年
三
月
二
十
一
日

菩
薩
戒
比
丘
寂
性

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
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寂
性
の
先
師
が
日
頃
三
論
の
衰
微
を
嘆
い
て
い
た
が
、
文

永
五
年
（
一
二
六

）
に
示
寂
し
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
十
三
回
忌
に
当
る
弘
安

三
年
（
一
二

〇
）
初
秋
に
、
先
師
の
追
福
の
た
め
に
『
大
乗
玄
論
』
を
開
板

し
、
醍
醐
寺
清
瀧
宮
に
納
め
た
と
い
う
。
し
か
し
、
図
ら
ず
も
こ
の
版
は
火
災

に
あ
っ
て
焼
失
し
た
た
め
、
醍
醐
寺
の
学
僧
た
ち
が
自
ら
の
衣
鉢
等
を
投
じ
て

再
び
こ
れ
を
刊
行
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
以
上
が
永
仁
三
年
刊
行
の
『
大
乗

玄
論
』
版
本
の
お
お
よ
そ
の
由
来
で
あ
る
が
、
醍
醐
寺
僧
侶
が
寄
せ
た
『
大
乗

玄
論
』
開
版
へ
の
情
熱
の
ほ
ど
が
窺
わ
れ
、
興
味
の
尽
き
な
い
も
の
が
あ
る
。

私
は
『
大
乗
玄
論
』
を
手
に
す
る
た
び
に
、
な
ぜ
か
こ
の
識
語
の
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
、
い
つ
の
日
か
醍
醐
寺
を
訪
れ
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
淺
田

先
生
や
伊
藤
隆
寿
先
生
の
お
勧
め
も
あ
っ
て
、
上

77
）

醍
醐
ま
で
時
間
を
か
け
て
何

度
も
ゆ
っ
く
り
見
学
で
き
た
の
は
、
得
難
い
経
験
で
あ
り
、
大
き
な
喜
び
で
あ

っ
た
。
醍
醐
寺
に
は
、
い
ま
な
お
未
整
理
の
貴
重
な
文
献
が
多
数
蔵
さ
れ
る
と

い
わ
れ
、
昨
年
も
聖
宝
に
関
す
る
新
た
な
資
料
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
報
道
さ

れ
て

78
）

い
た
。
一
日
も
早
く
醍
醐
寺
資
料
の
全
貌
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
も

の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

そ
の
他
、
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
の
こ
と
を
初
め
、
京
都
市
内
の
大
学
・

短
大
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
る
単
位
互
換
の
連
合
組
織
「
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
京
都
」
の
こ
と
、
京
都
で
出
会
っ
た
研
究
者
の
こ
と
、
参
加
し
た
研
究
会

や
学
会
の
こ
と
、
ま
た
若
園
善
聡
先
生
の
ご
紹
介
に
よ
っ
て
、
先
生
と
一
緒
に

調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
永
観
堂
禅
林
寺
所
蔵
の

79
）

文
献
の
こ
と
な
ど
触
れ
る

べ
き
こ
と
も
多
い
の
で
あ
る
が
、
す
べ
て
割
愛
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

国
内
研
修
生
活
も
終
わ
り
に
近
づ
い
た
二
〇
〇
二
年
三
月
二
十
三
日
午
後
、

私
は
思
い
立
っ
て
稲
荷
山
に
登
っ
た
。
そ
の
日
は
前
日
ま
で
の
暖
か
な
陽
気
と

は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
冷
た
い
風
雨
混
じ
り
の
一
日
で
あ
っ
た
が
、
帰
り
際
、

運
良
く
雲
の
切
れ
間
か
ら
陽
光
が
差
し
た
。
傾
き
か
け
た
春
の
陽
光
に
照
ら
し

出
さ
れ
る
、
稲
荷
山
山
頂
付
近
か
ら
見
た
龍
谷
大
学
深
草
学
舎
は
私
に
は
こ
と

の
ほ
か
美
し
く
見
え
、
一
年
間
龍
谷
大
学
に
お
世
話
に
な
っ
て
本
当
に
良
か
っ

た
と
し
み
じ
み
と
思
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
時
間
を
与
え
て

い
た
だ
い
た
本
学
関
係
者
、
そ
し
て
淺
田
先
生
は
じ
め
お
世
話
に
な
っ
た
龍
谷

大
学
の
皆
様
、
と
り
わ
け
竹
中
尚
文
氏
、
道
元
徹
心
先
生
、
小
山
昌
純
先
生
、

若
園
善
聡
先
生
に
は
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
そ
の
他
、
研
修
期
間
中
ご

縁
を
結
ん
で
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
、
粗
雑
に
過
ぎ
た
本

報
告
を
閉
じ
た
い
と
思
う
。

註１
）

研
修
課
題
は
、「
中
国
・
日
本
仏
教
に
お
け
る
「
一
乗
・
三
乗
」
の
論

争
に
つ
い
て
」
で
あ
り
、
正
式
な
受
入
機
関
は
龍
谷
大
学
文
学
部
で
あ
っ

た
。

２
）

淺
田
先
生
は
本
学
に
お
見
え
に
な
っ
て
い
た
頃
の
一
齣
を
、
先
生
の

随
筆
集
『
宿
縁
を
慶
ぶ
』（
百
華
苑
、
二
〇
〇
〇
年
）
の
「「
幸
せ
」
っ
て
何
」

の
中
に
記
し
て
お
ら
れ
、
興
味
深
く
拝
読
し
た
。

３
）

先
生
ご
夫
妻
に
は
、
お
手
持
ち
の
電
話
回
線
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い

た
の
を
初
め
、
家
族
で
ご
自
宅
に
お
招
き
い
た
だ
き
ご
馳
走
に
な
っ
た
り
、

由
緒
あ
る
場
所
に
お
連
れ
い
た
だ
く
な
ど
、
一
々
詳
し
く
は
記
さ
な
い
が

大
変
に
お
世
話
に
な
っ
た
。

４
）

後
に
本
文
に
お
い
て
述
べ
る
よ
う
に
、
淺
田
先
生
の
ご
高
配
に
よ
り
、

私
は
主
と
し
て
龍
谷
大
学
の
深
草
学
舎
に
通
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
寄
宿

先
か
ら
深
草
学
舎
ま
で
は
京
阪
宇
治
線
「
中
書
島
駅
」
で
京
阪
本
線
に
乗

換
え
、「
深
草
駅
」下
車
で
約
二
十
五
分
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
寄
宿
先
か
ら
は

次
の
よ
う
な
由
緒
あ
る
寺
院
も
ほ
ど
近
く
、
研
修
中
幾
度
と
な
く
訪
れ
た
。

①
勧
修
寺
（
真
言
宗
山
階
派
本
山
、
京
都
市
山
科
区
勧
修
寺
町
仁
王
堂

町
）。
古
の
名
残
を
と
ど
め
る
氷
池
園
の
蓮
の
花
が
美
し
か
っ
た
。

②
隨
心
院
（
真
言
宗
善
通
寺
派
の
大
本
山
、
京
都
市
山
科
区
小
野
御
霊
町

三
五
）。
小
野
小
町
ゆ
か
り
の
寺
と
し
て
知
ら
れ
る
。
な
お
つ
い
で
な
が

ら
、
隨
心
院
側
の
蕎
麦
屋
の
「
そ
ば
」
が
絶
品
で
あ
っ
た
。

③
醍
醐
寺（
真
言
宗
総
本
山
、
京
都
市
伏
見
区
醍
醐
東
大
路
町
二
二
）。
醍

醐
寺
に
つ
い
て
は
、
本
文
中
に
お
い
て
少
し
く
ふ
れ
た
い
。

④
法
界
寺
（
真
言
宗
別
格
本
山
、
京
都
市
伏
見
区
日
野
西
大
道
町
十
九
）。

別
名
「
ひ
の
や
く
し
」
と
し
て
も
知
ら
れ
、
親
鸞
聖
人
と
も
深
い
因
縁

の
あ
る
こ
と
で
有
名
。
平
等
院
の
そ
れ
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
見
事
な

阿
弥
陀
如
来
像
が
あ
り
、
深
い
感
銘
を
受
け
た
。
訪
れ
る
観
光
客
も
少

な
く
、
ひ
っ
そ
り
と
し
た
境
内
の
趣
は
何
と
も
言
え
な
い
風
情
が
あ
っ

た
。
法
界
寺
に
つ
い
て
は
、
中
野
玄
三『
法
界
寺
』（
中
央
公
論
美
術
出

版
、
一
九
七
四
年
）
参
照
。

⑤
三
室
戸
寺（
修
験
宗
別
格
本
山
、
宇
治
市
菟
道
滋
賀
谷
二
一
）。
枯
山
水
・

池
泉
・
広
庭
か
ら
な
る
大
庭
園
の
つ
つ
じ
、
あ
じ
さ
い
、
蓮
、
紅
葉
な

ど
四
季
を
通
じ
た
花
模
様
が
美
し
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

⑥
萬
福
寺
（
黄
檗
宗
大
本
山
、
宇
治
市
五
ヶ
庄
三
番
割
三
四
）。

⑦
平
等
院
（
宇
治
市
宇
治
蓮
華
一
一
六
。
平
等
院
は
現
在
は
単
立
に
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
平
等
院
内
に
は
浄
土
宗
の
浄
土
院
と
天
台
宗
系
の
最

勝
院
が
存
在
し
て
い
る
）。
と
こ
ろ
で
、
白
州
正
子「
平
等
院
の
あ
け
ぼ

の
」（『
新
版
・
私
の
古
寺
巡
礼
』
法
蔵
館
、
一
九
九
七
年
）
に
よ
っ
て
、

平
等
院
の
山
号
が
「
朝
日
山
」
で
あ
る
こ
と
を
研
修
中
初
め
て
知
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
白
州
氏
は
平
等
院
を
訪
れ
る
の
は
早
朝
が
良
い
と
い
っ

て
い
る
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
私
は
朝
日
に
輝
く
平
等
院
を
訪
れ
る
こ

と
は
つ
い
ぞ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
前
掲
の
白
州
氏
の
一
文
に
よ
っ
て
、

宇
治
川
を
挟
ん
で
平
等
院
の
対
岸
に
、
平
等
院
と
同
じ
「
朝
日
山
」
を

山
号
と
す
る
恵
心
僧
都
源
信
に
関
わ
る
恵
心
院
が
あ
る
こ
と
を
知
り
訪

れ
て
み
た
。

⑧
興
聖
寺（
曹
洞
宗
、
宇
治
市
宇
治
山
田
町
二
七
）。
興
聖
寺
で
は
、
毎
日

曜
午
前
九
時
よ
り
日
曜
参
禅
会
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
恥
ず
か
し
な

が
ら
一
度
も
参
ず
る
こ
と
が
な
く
、
い
ま
に
な
っ
て
後
悔
し
て
い
る
。

ま
た
、
寄
宿
先
か
ら
山
一
つ
越
え
た
深
草
大
亀
谷
に
は
、
夏
目
漱
石
と
も

縁
の
深
い
黄
檗
宗
の
仏
国
寺
が
あ
る
こ
と
を
小
山
昌
純
先
生
に
教
え
て
い

た
だ
い
て
二
度
ほ
ど
訪
れ
た
。
漱
石
と
仏
国
寺
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
水

川
隆
夫『
漱
石
の
京
都
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
一
年
、
一
一
二
｜
一
一
七
頁
）

の
記
述
を
参
照
さ
れ
た
い
。

二
一
四

龍
谷
大
学
と
三
論
教
学
（
奥
野
）

二
一
三

龍
谷
大
学
と
三
論
教
学
（
奥
野
）



こ
れ
ら
の
寺
々
を
訪
れ
る
と
き
は
、
宇
治
の
諸
寺
を
除
い
て
は
、
原
則

的
に
は
時
間
を
か
け
て
徒
歩
で
訪
れ
た
。
道
元
禅
師
生
誕
の
地
と
い
わ
れ

る
松
殿
山
荘
と
親
鸞
聖
人
の
生
誕
の
地
に
隣
接
す
る
法
界
寺
な
ど
は
さ
ほ

ど
遠
く
な
い
距
離
に
あ
る
こ
と
が
歩
い
て
み
て
実
感
で
き
た
こ
と
は
よ
か

っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

５
）

今
の
松
殿
山
荘
は
、
一
九
三
五
年
に
大
阪
の
高
谷
宗
範
が
日
本
の
茶

道
礼
法
を
大
成
す
る
た
め
に
建
て
た
も
の
と
い
わ
れ
る（『
道
元
禅
師
｜
ご

遺
蹟
巡
拝
の
し
お
り
』
曹
洞
宗
高
祖
永
平
道
元
禅
師
近
畿
地
区
遺
蹟
顕
彰

会
、
曹
洞
宗
近
畿
管
区
教
化
セ
ン
タ
ー
発
行
、
参
照
）。

６
）

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
、
京
都
市
下
京
区
七
条
通
大
宮
（
文
学
部
三
・

四
年
生
╱
大
学
院
文
学
研
究
科
）

龍
谷
大
学
深
草
学
舎
、
京
都
市
伏
見
区
塚
本
本
町
六
七
（
文
学
部
一
・
二

年
生
╱
経
済
学
部
╱
経
営
学
部
╱
法
学
部
╱
短
期
大
学
部
╱
短
期
大
学
部

専
攻
科
╱
大
学
院
法
学
・
経
済
学
・
経
営
学
各
研
究
科
）

龍
谷
大
学
瀬
田
学
舎
、
大
津
市
瀬
田
大
江
町
一
｜
五
（
理
工
学
部
╱
社
会

学
部
╱
国
際
文
化
学
部
╱
大
学
院
理
工
学
・
社
会
学
・
国
際
文
化
学
各
研

究
科
）

深
草
学
舎
を
中
心
に
三
学
舎
は
、
授
業
時
間
に
合
わ
せ
て
ス
ク
ー
ル
・
バ

ス
が
運
行
さ
れ
て
お
り
、
私
も
深
草
｜
大
宮
の
移
動
は
概
ね
こ
の
ス
ク
ー

ル
・
バ
ス
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

７
）

隣
室
の
五
三
三
号
室
に
お
ら
れ
た
の
が
、
真
宗
学
の
鍋
島
直
樹
先
生

（
法
学
部
助
教
授
）
で
あ
っ
た
。
鍋
島
先
生
に
つ
い
て
は
、
後
注
（
66
）

を
参
照
。

８
）

深
草
は
、
周
知
の
よ
う
に
道
元
禅
師
が
初
開
の
道
場
「
興
聖
寺
」
を

開
い
た
地
で
あ
る
が
、
同
寺
の
考
証
に
つ
い
て
は
、
守
屋
茂
『
道
元
禅
師

研
究
｜
京
都
周
辺
に
お
け
る
道
元
と
そ
の
宗
門
』（
同
朋
舎
出
版
、
一
九

四
年
、
後
に
『
京
都
周
辺
に
お
け
る
道
元
禅
師
｜
前
半
生
と
そ
の
宗
門
』

と
改
題
、
加
筆
訂
正
さ
れ
て
一
九
九
四
年
、
同
朋
舎
よ
り
出
版
）
参
照
。

ち
な
み
に
守
屋
氏
は
、
か
つ
て
龍
谷
大
学
で
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
た
。
な深草・木幡周辺の道元旧蹟地図（守屋書新版、474頁より）

深草・興聖寺跡図（守屋書旧版、31頁より）
（注、図中の「国鉄奈良線」は現在は「ＪＲ奈良線」）

二
一
六

龍
谷
大
学
と
三
論
教
学
（
奥
野
）

二
一
五

龍
谷
大
学
と
三
論
教
学
（
奥
野
）



お
、
京
阪
「
墨
染
駅
」
の
近
く
に
は
、
道
元
禅
師
が
閑
居
さ
れ
た
深
草
安

養
院
跡
と
さ
れ
る
欣
浄
寺
（
京
都
市
伏
見
区
墨
染
西
桝
屋
町
一
〇
三

）

が
あ
る
。
参
考
ま
で
に
、
右
に
守
屋
書
か
ら
関
連
す
る
地
図
を
掲
げ
、
読

者
の
参
考
に
供
し
た
い
。

９
）

東
山
三
十
六
峰
に
つ
い
て
は
、
三
浦
隆
夫『
東
山
三
十
六
峰
を
歩
く
』

（
京
都
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
）
を
参
照
。
な
お
、
こ
の
書
は
二
〇
〇
一

年
五
月
六
日
、
淺
田
先
生
に
ご
自
宅
に
お
招
き
い
た
だ
い
た
際
、
先
生
の

奥
様
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
早
々
私
も
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み

に
先
生
の
ご
自
宅
は
第
三
十
五
峰
の
光
明
峰
の
す
ぐ
麓
に
あ
り
、
純
和
風

の
素
敵
な
お
住
ま
い
で
あ
っ
た
。

10
）

石
峰
寺（
黄
檗
宗
、
京
都
市
伏
見
区
深
草
石
峰
寺
山
町
）。
五
百
羅
漢

が
見
事
で
あ
っ
た
。

11
）

宝
塔
寺
（
日
蓮
宗
、
京
都
市
伏
見
区
深
草
宝
塔
寺
山
町
）。「
深
草
山
」

と
号
し
、
多
宝
塔
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

12
）

石
峰
寺
、
宝
塔
寺
は
、
残
念
な
が
ら
私
が
滞
在
中
、
師
団
街
道
を
挟

ん
で
紫
英
館
前
に
建
設
さ
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
た
め
、
学
期
後
半
か
ら
は

お
借
り
し
た
研
究
室
か
ら
は
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
京
都
の
景
観
の
保
全
と
地
域
開
発
と
は
古
く
て
新
し
い
問
題
の
よ
う

で
、
私
の
滞
在
中
も
し
ば
し
ば
そ
の
種
の
新
聞
記
事
を
目
に
し
た
。

13
）

一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
紫
英
館
内
の
研
究
室
は
原
則
的
に
二
十
四
時
間
、

年
中
開
放
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
最
上
階
は
生
協
運
営
の
教
職
員
食
堂
と

な
っ
て
お
り
、
教
員
と
学
生
が
楽
し
そ
う
に
食
事
し
て
い
る
光
景
が
羨
ま

し
か
っ
た
。
教
職
員
食
堂
に
限
ら
ず
、
深
草
学
舎
の
学
食
は
総
じ
て
長
期

休
暇
中
も
比
較
的
良
く
開
い
て
お
り（
営
業
し
て
お
り
）、
と
て
も
便
利
だ

っ
た
。
大
学
と
は
本
来
か
く
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
、
私
か
ら
見

て
進
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
た
点
は
多
々
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
面
で
は
本
学

の
遅
れ
た
教
育
環
境
を
愚
痴
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は

あ
え
て
一
々
記
さ
な
い
こ
と
に
し
た
い
。

14
）

後
注
（
66
）
に
記
す
第

十

回
顕
真
館
公
開
講
演
会
に
お
け
る
明

治
学
院
大
学
教
授
阿
満
利
麿
氏
の
講
演
、「
仏
教
の
新
し
い
潮
流
｜
エ
ン
ゲ

ー
ジ
ド
・
ブ
デ
ィ
ズ
ム
」
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
を
得
た
中
村
尚
司
氏
（
龍

谷
大
学
経
済
学
部
教
授
）
の
『
人
び
と
の
ア
ジ
ア
｜
民
族
学
の
視
座
か
ら

｜
』（
岩
波
新
書
三
六
〇
、
一
九
九
四
年
）中
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
。「
京
都
は
、
日
清
戦
争
や
日
露
戦
争
以
来
、
海
外
侵
略
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た
軍
国
都
市
で
あ
る
。
敗
戦
後
半
世
紀
近
い
今
日
で
も
、
軍

都
の
な
ご
り
が
残
っ
て
い
る
。
龍
谷
大
学
の
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
陸
軍

の
練
兵
場
跡
で
あ
る
。
敗
戦
後
も
地
名
は
変
更
さ
れ
ず
、
今
日
で
も
師
団

街
道
と
第
一
軍
道
の
交
差
点
に
位
置
し
て
い
る
。
転
職
の
た
め
、
二
三
年

ぶ
り
に
京
都
に
帰
り
、
深
草
に
住
む
こ
と
に
し
た
私
は
、
こ
の
地
名
群
に

複
雑
な
思
い
を
抱
い
た
も
の
で
あ
る
。
地
名
も
ま
た
歴
史
的
遺
産
の
一
部

で
あ
る
。
み
だ
り
に
変
更
し
な
い
ほ
う
が
よ
い
、
と
い
う
京
都
人
の
考
え

に
は
、
侵
略
戦
争
の
当
時
者
だ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
お
こ
う
と
い
う

意
味
な
ら
、
そ
れ
な
り
の
根
拠
が
あ
る
」（
同
書
、

四
頁
）。

15
）

京
都
に
は
旧
日
本
陸
軍
の
第
十
六
師
団
が
お
か
れ
、
深
草
に
ほ
ど
近

い
藤
森
に
は
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇

）
竣
工
の
師
団
司
令
部
が
聖
母

学
院
本
館
と
し
て
い
ま
も
残
さ
れ
て
い
た
。
道
す
が
ら
、
私
も
幾
度
と
な

く
目
に
し
、
見
学
も
さ
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
英
国
ビ
ク
ト
リ
ア
朝
の
宮
殿

を
思
わ
せ
る
壮
麗
な
建
築
物
で
あ
っ
た
。
師
団
司
令
部
の
竣
工
以
後
、
深

草
周
辺
に
は
次
々
と
陸
軍
の
施
設
が
造
ら
れ
た
よ
う
で
、
そ
の
総
面
積
は

お
よ
そ
一
一
二
万
坪
に
及
ん
だ
と
い
う
。
な
お
、
藤
森
に
あ
っ
た
国
立
京

都
病
院
も
そ
の
始
ま
り
は
旧
陸
軍
衛
戍
病
院
で
あ
る
こ
と
を
前
注
（
14
）

の
中
村
書
の
記
述
に
よ
り
知
っ
た
。

16
）

深
草
学
舎
は
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
年
の
土
地
取
得
に
始

ま
り
、
翌
年
の
四
月
に
は
「
仏
教
の
心
を
根
底
に
も
っ
た
経
済
人
の
育
成

を
目
的
」
に
経
済
学
部
経
済
学
科
が
開
設
設
置
さ
れ
て
い
る
。
深
草
学
舎

と
狭
い
道
一
つ
挟
ん
だ
師
団
街
道
に
沿
い
に
あ
る
の
が
、
京
都
府
警
察
機

動
隊
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
建
物
の
中
に
は
往
事
の
米
軍
施
設
を
思
わ
せ

る
建
物
が
あ
っ
た
。

17
）

広
報
『
龍
谷
』
第
五
十
号
（
二
〇
〇
一
年
十
二
月
十
九
日
発
行
）
参

照
。
広
報
『
龍
谷
』
は
編
集
「
龍
谷
大
学
編
集
委
員
会
」、
制
作
「
龍
谷
大

学
学
長
室
」、
発
行
「
龍
谷
大
学
」
に
よ
る
も
の
で
年
三
回
、
す
な
わ
ち
三

月
、
七
月
、
十
二
月
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。

18
）

北
畠
典
生「
佐
藤
哲
英
先
生
の
想
い
出
」（『
遠
慶
宿
縁
｜
佐
藤
哲
英
先

生
追
悼
集
』（
百
華
苑
、
一
九

五
年
）
参
照
。

19
）

顕
真
館
完
成
当
時
の
龍
谷
大
学
宗
教
部
長
が
山
崎
教
授
で
あ
り
、
顕

真
館
の
竣
工
は
龍
谷
大
学
に
よ
る
年
表
に
よ
れ
ば
、
一
九

四
年
三
月
の

こ
と
で
あ
る
。

20
）

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
平
井
俊
榮
『
中
国
般
若
思
想
史
研
究

｜
吉
蔵
と
三
論
学
派
』
序
論
「
二

吉
蔵
と
三
論
｜
日
本
に
お
け
る
そ
の

研
究
の
回
顧
と
展
望
」（
春
秋
社
、
一
九
七
六
年
）
を
参
照
。

21
）

前
田
博
士
は
、
本
書
第
三
章
「
教
理
の
綱
要
」
に
お
い
て
、「
一

破

邪
顕
正
、
二

真
俗
二
諦
、
三

不
中
道
、
四

真
如
縁
起
、
五

仏

身
浄
土
」
の
五
項
目
に
わ
た
っ
て
、
吉
蔵
の
思
想
を
論
じ
て
い
る
が
、
前

三
項
目
は
多
分
に
凝
然
の
『

宗
綱
要
』
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
後
二
項
目
は
本
願
寺
派
学
僧
と
し
て
の
前
田
博
士
の
見
識
に
よ
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
前
田
博
士
は
、
本
書
の
「
序
」
に
お
い
て
「
此

編
は
、
曾
て
京
都
本
願
寺
大
学
林
に
於
て
講
説
せ
し
時
の
筆
記
に
係
る
」

と
述
べ
て
い
る
。

22
）

佐
藤
哲
英
『
続
・
天
台
大
師
の
研
究
』（
百
華
苑
、
一
九

一
年
）
に

よ
れ
ば
、
こ
の
論
文
は

「
梁
朝
二
十
三
家
の
二
諦
説
」
と
共
に
一
九
二

年
三
月
提
出
の
佐
藤
博
士
の
卒
業
論
文
『
二
諦
論
の
研
究
』
の
一
章
で

あ
っ
た
と
い
う
。
卒
業
論
文
と
し
て
、
か
か
る
研
究
が
な
さ
れ
て
い
た
こ

と
に
驚
嘆
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

23
）
『
講
本
三
論
玄
義
』
に
前
後
し
て
龍
谷
大
学
で
は
多
く
の
「
講
本
」
が

作
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
私
は
一
九
七
九
年
、
学
部
二
年
生
の
時
に

平
井
俊
榮
先
生
の
「
仏
典
演
習

」
を
受
講
し
、『
七
十
五
法
名
目
』
を
読

ん
で
い
た
だ
い
た
の
で
あ
る
が
、
参
考
書
と
し
て
使
用
し
た
の
が
龍
谷
大

学
編
の
『
講
本
七
十
五
法
名
目
』（
龍
谷
大
学
出
版
部
、
一
九
四
一
年
）
で

あ
っ
た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
す
。

24
）

同
論
文
、
一
一
三
｜
一
一
四
頁
参
照
。

25
）

後
に
本
文
に
お
い
て
ふ
れ
る
よ
う
に
、
伊
藤
隆
寿
「
三
論
宗
関
係
典

籍
目
録
（
稿
）」
に
い
う
「
1
三
論
宗
綱
要

１
巻

霊
雄
・
義
観

龍
大

2642-1

」
は
、
そ
の
奥
書
に
よ
っ
て
、
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
、
三

井
博
士
が
東
大
寺
に
お
い
て
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

26
）

『
龍
谷
大
学
和
漢
書
分
類
目
録
（
仏
教
之
部
）』（
龍
谷
大
学
図
書
館
、

一
九
二
九
年
）
参
照
。
三
論
宗
関
係
の
書
籍
に
つ
い
て
は
、
同
目
録
五
〇

五
｜
五
〇

頁
参
照
。

27
）

伊
藤
隆
寿
「
三
論
宗
関
係
典
籍
目
録
（
稿
）」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部

研
究
紀
要
』
第
五
四
号
、
一
九
九
六
年
三
月
）
参
照
。

28
）

但
し
、
す
べ
て
の
写
本
を
厳
密
に
調
査
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を

二
一

龍
谷
大
学
と
三
論
教
学
（
奥
野
）

二
一
七

龍
谷
大
学
と
三
論
教
学
（
奥
野
）



お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

29
）

伊
藤
目
録
の
指
摘
す
る
写
本
以
外
の
龍
大
所
蔵
の
三
論
文
献
は
、
次

の
通
り
で
あ
る
。
い
ま
伊
藤
目
録
の
番
号
の
み
を
示
す
。

3
2
,5
4
,7
4
,1
0
2
,1
4
0
,2
3
6
,2
3
8
,2
6
6
,2
6
9
,2
9
9
,3
0
0
,3
2
4
,3
8
9
,4
0
9
,4
1
2
,

463,494,496,502,515,533,569,590,597,601

30
）

龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
請
求
番
号
「264.3

 
1-W

/

」（
以
下
同
）。
な
お
、
こ
の
『
一
乗
仏
性
慧
日
抄
』
が
前
田
慧
雲
博

士
に
よ
る
臨
写
本
で
あ
る
こ
と
の
指
摘
は
、
す
で
に
淺
田
正
博「『
一
乗
仏

性
慧
日
抄
』
に
お
け
る
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
の
影
響
」（『
仏
教
学
研
究
』

第
四
十
三
号
、
一
九

七
年
三
月
、
山
崎
慶
輝
教
授
定
年
記
念
論
集
『
唯

識
思
想
の
研
究
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九

七
年
に
再
録
）
に
お
い
て
な
さ

れ
て
い
る
。

31
）

請
求
番
号
「264.1 39-W

/

」、
宝
暦
一
二
（
一
七
六
二
）
年
写
。

32
）

請
求
番
号
「264.1 52-W

/

」

33
）

請
求
番
号
「264.1 11-W

/1,2,3

」、
各
冊
巻
末
に
「
光
雲
」「
照
空
」

の
朱
印
が
あ
る
。

34
）

請
求
番
号
「264.1 12-W

/1,2

」、
宝
雲
述
。

35
）

請
求
記
号
「264.1 16 /

」、
慧
雲
述
。

36
）

請
求
記
号
「264.1 17-W

/

」、
別
名
『
三
論
玄
義
開
講
』、『
三
論
玄

義
開
講
要
説
』。

37
）

請
求
記
号
「264.1 19-W

/1,2,3,4

」、
常
明
輯
。

38
）

請
求
記
号
「264.1 20-W

/1,2,3

」、
蜂
屋
良
潤
述
、
明
治
一
七
（
一

四
）
年
講
、
上
巻
巻
頭
に
『
三
論
玄
義
末
註
録
』
を
所
収
。

39
）

請
求
記
号
「264.1 13-W

/

」、
別
名
、『
三
論
玄
義
桂
宮
鈔
』
栄
慶

写
、
亨
保
二
〇
（
一
七
三
五
）
年
。

40
）

請
求
記
号
「264.1 28-W

/

」、
一
冊
、
こ
の
一
冊
に
巻
五
〜

が
含

ま
れ
る
。

41
）

請
求
記
号
「264.1 31- /1,2,3,4,5

」、
武
内
道
純
写
、
明
治
三
六
（
一

九
〇
三
）
年
。
巻
末
に
「
明
治
三
十
六
年
六
月
武
内
道
純
謄
写
ス
」
と
墨

書
が
あ
り
、「
高
輪
仏
教
大
学
第
弐
仏
教
中
学
蔵
書
」
の
朱
印
が
あ
る
。

42
）

請
求
記
号
「201.2 4-W

/

」、
別
名
『
三
論
宗
初
心
初
学
抄
』、『
三
論

宗
通
途
所
用
名
目
』、『
三
論
要
心
鈔
』、
実
慶
他
述
、
明
治
四
四
（
一
九
一

一
）
年
。

43
）

請
求
記
号
「264.2 1-W

/

」、
霊
雄
・
義
観
共
著
。
三
井
淳
辨
写
、
明

治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
。
巻
末
に
「
明
治
四
十
二
年

於
東
大
寺
写
功

畢

沙
門
淳
辨
」
の
墨
書
が
あ
る
。

44
）

前
注
（
42
）
の
『
三
論
宗
経
論
章
疏
目
録
』
と
同
一
文
献
。

45
）

請
求
記
号「264.2 13-W

/

」、「264.9 1-W
/

」（
上
巻
の
み
）、「264.

9 2-W
/

」
の
三
種
の
写
本
が
所
蔵
さ
れ
る
。
請
求
記
号
「264.9 2-W

/

」

の
写
本
に
は
、
巻
末
に
「
文
化
十
二
年
、
沙
門
圭
雄
」
の
署
名
が
あ
る
。

文
化
一
二
年
（
一

一
五
年
）。

46
）

請
求
記
号
「296.2 2-W

/

」、
巻
上
、
巻
中
の
二
冊
。「
高
輪
仏
教
大

学
第
弐
仏
教
中
学
蔵
書
」
の
朱
印
が
あ
る
。
巻
中
奥
書
に
「
東
大
寺
三
論

兼
宗
沙
門
長
忍
」
の
署
名
が
あ
る
。

47
）

前
注
（
42
）
の
『
三
論
宗
経
論
章
疏
目
録
』
と
同
一
文
献
。

48
）

請
求
記
号
「264.1 36-W

/

」、
吉
祥
述
、
長
忍
敬
覚
校
閲
、
元
文
元

（
一
七
三
六
）
年
。
巻
末
に
「
元
文
元
年

更
校
閲
了

沙
門
長
忍
敬
覚
」

の
墨
書
が
あ
る
。

49
）

請
求
記
号
「243.4 90-W

/6

」

50
）

請
求
記
号
「243.1 63- /1,2

」
二
冊
、
巻
第
一
七
、
巻
第
二
一
、
原

本
は
鎌
倉
初
期
写
本
で
叡
山
文
庫
所
蔵
本
（
池
田
長
田
氏
旧
蔵
本
）
で
あ

る
と
い
う
。
請
求
記
号
「243.1 29- /W

」
一
冊
、
頼

校
合
本
の
写
本
で

あ
る
と
い
わ
れ
る
。

51
）

請
求
記
号
「241.2 25-W

/1,2,3,4,5,6,7,8,9

」
九
冊
。

52
）

請
求
記
号
「241.2 26-W

/

」
一
冊
、
別
名
『
大
品
経
遊
意
』。

53
）

請
求
記
号
「241.6 16-W

/1

」
一
冊
。

54
）

私
は
か
つ
て
龍
大
図
書
館
の
ご
好
意
に
よ
っ
て
、
こ
の
文
献
を
複
写

し
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
複
写
物
に
は
請
求
記
号
と
し
て
「
写
字
台

2413-117-1

」
の
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
「
写
字
台
」
と

は
、
同
図
書
館
に
お
け
る
「
写
字
台
文
庫
」
の
所
蔵
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

55
）

請
求
記
号
「241.7 112-W

/1,2,3,4,5,6

」
六
冊
。

56
）

高
雄
義
堅
『
三
論
玄
義
解
説
』（
興
教
書
院
、
一
九
三
六
年
）
一
二
｜

一
三
頁
参
照
。

57
）

前
田
慧
雲
『
三
論
宗
綱
要
』（
丙
午
出
版
社
、
一
九
二
〇
年
）
六
四
頁

参
照
。
こ
こ
で
前
田
博
士
は
、『
海
印
玄
談
』（『
三
論
玄
談
』）の
説
に
よ
っ

て
、
北
土
三
論
師
の
祖
に
曇
鸞
（
四
七
六
｜
五
四
二
）
を
擬
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
注
（
20
）
平
井
書
二
一

｜
二
二
〇
頁
参
照
。

な
お
、『
海
印
玄
談
』（『
三
論
玄
談
』）に
つ
い
て
、
平
井
俊
榮
博
士
は
、「
そ

の
発
想
に
斬
新
な
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
、
三
論
に
新
説
・
旧

説
を
設
定
し
た
の
も
、
お
そ
ら
く
こ
の
人
が
最
初
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

南
都
三
論
の
文
献
に
は
な
い
こ
と
で
あ
り
、
凝
然
（
一
二
四
〇
｜
一
三
二

一
）
に
も
未
だ
見
ら
れ
な
い
説
で
あ
る
。
こ
の
明
道
説
が
呼
び
水
と
な
っ

て
、
近
代
の
仏
教
史
家
に
よ
っ
て
、
僧
詮
で
は
な
く
て
僧
朗
を
基
準
と
し

て
三
論
に
新
古
を
分
つ
説
が
一
般
的
に
な
り
、
新
三
論
・
古
三
論
の
通
称

が
起
こ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」（
前
掲
書
、
二
三
四
頁
）と
評
し
て

い
る
。

58
）

江
戸
末
期
の
文
化
文
政
（
一

〇
四
｜
一

三
〇
）
の
こ
ろ
活
躍
し

た
真
言
宗
の
学
僧
と
さ
れ
る
。『
日
本
仏
家
人
名
辞
書
』一
〇

五
頁
下
参

照
。
ま
た
、
前
掲
平
井
書
参
照
。
と
こ
ろ
で
、
明
道
に
三
論
を
学
ん
だ
と

さ
れ
る
の
が
、江
戸
後
期
の
真
宗
の
碩
学
と
さ
れ
る
本
願
寺
勧
学
曇
龍（
一

七
六
九
｜
一

四
一
）
で
あ
り
、
曇
龍
に
は
『
三
論
玄
義
』
の
注
釈
書
で

あ
る
『
三
論
玄
義
聴
記
』
が
あ
り
、
龍
谷
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
伊
藤
目
録
92
参
照
。

59
）

私
が
今
回
の
研
修
前
、
龍
大
図
書
館
に
複
写
し
て
も
ら
っ
た
請
求
記

号
「
寄
托
Ｅ

66

2
」
の
ラ
ベ
ル
の
あ
る
『
海
印
玄
々
録
』
は
、
次
の
よ

う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
以
下
に
そ
の
目
次
を
掲
げ
る
。

「
三
論
玄
義
玄
談
、
五
教
章
玄
談
、
遊
心
法
界
記
玄
談
、
十
二
門
論
宗
致

義
記
玄
談
、
般
若
心
経
略
疏
玄
談
、
法
界
無
差
別
論
疏
玄
談
、
法
華
遊
意

玄
談
、
円
覚
経
略
疏
玄
談
、
勝
鬘
経
太
子
疏
玄
談
、

伽
心
玄
義
玄
談
、

十
句
義
論
玄
談
、
首

厳
経
疏
玄
談
、
心
王
銘
玄
談
、
三
類
境
玄
談
」。
な

お
、
こ
の
写
本
の
奥
書
に
は
、「
明
治
廿
七
年
一
月
下
浣
於
須
磨
浦
大
谷
別

荘
寫
訖

前
田
慧
雲

誌
」
と
あ
り
、
同
写
本
は
昭
和
七
年
六
月
一
日
、

前
田
致
遠
氏
に
よ
っ
て
龍
大
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

刻
印
さ
れ
て
い
る
。

60
）

前
田
博
士
は
、『
三
論
宗
綱
要
』
の
中
で
、「
是
は
一
巻
と
云
ふ
て
も
、

僅
に
十
四
五
紙
の
も
の
で
あ
る
が
、
五
門
を
分
別
し
て
、
そ
の
中
四
門
が

玄
談
で
、
第
五
門
は
入
文
釈
で
あ
る
か
ら
略
し
て
あ
る
。
四
門
と
は
、
一

に
一
章
大
旨
、
二
に
立
宗
大
綱
、
三
に
相
承
種
類
、
四
に
諸
家
判
釈
で
、

第
一
章
に
は
三
論
の
内
容
が
略
述
し
て
あ
り
、
第
二
章
に
は
三
論
の
立
宗

に
総
別
二
種
あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
論
述
し
て
、
第
三
章
に
は
三
論
宗
の
系

二
二
〇

龍
谷
大
学
と
三
論
教
学
（
奥
野
）

二
一
九

龍
谷
大
学
と
三
論
教
学
（
奥
野
）



統
が
あ
り
て
、
そ
の
中
に
北
地
三
論
の
系
統
に
就
て
一
説
が
挙
げ
て
あ
る
。

一
読
の
値
あ
る
な
り
」（
九
｜
一
〇
頁
）と
評
し
て
い
る
。
私
は
こ
の
写
本

の
翻
刻
を
終
え
て
い
る
の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば
発
表
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

61
）

「
真
宗
學

」
の
扁
額
を
掲
げ
る
「
本
館
」
は
、
周
知
の
よ
う
に
大

宮
学
舎
の「
南
黌
」「
北
黌
」「
正
門
」等
と
と
も
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ラ
イ
ト
・
ア
ッ
プ
さ
れ
る
夜
間
は
、
昼
間
と
は

違
っ
た
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
た
。

62
）

樹
心
館
は
、
も
と
も
と
は
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇

）
に
落
成
し

た
大
宮
の
図
書
館
で
あ
っ
た
そ
う
で
（
そ
の
前
は
大
阪
の
警
察
署
の
建
物

で
あ
っ
た
と
仄
聞
し
た
）、
そ
の
後
、
現
在
の
大
宮
図
書
館
が
完
成
し
た

後
、
本
願
寺
に
移
さ
れ
、
瀬
田
学
舎
建
設
の
折
に
本
願
寺
よ
り
移
築
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
聞
い
た
。
私
も
瀬
田
学
舎
を
訪
れ
た
際
、
見
学
し
た
が
、

歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
重
厚
な
建
物
で
あ
っ
た
。

63
）

二
〇
〇
一
年
四
月
の
上
山
大
峻
学
長
の
法
話
は
、
例
の
タ
リ
バ
ン
に

よ
る
バ
ー
ミ
ヤ
ン
の
仏
像
破
壊
に
関
す
る
法
話
で
あ
っ
た
。

64
）

宗
教
部
に
は
宗
教
教
育
課
が
お
か
れ
、
事
務
職
員
も
配
さ
れ
て
い
る
。

宗
教
教
育
課
で
は
、
新
郎
新
婦
の
双
方
又
は
一
方
が
龍
大
卒
業
生
で
あ
る

こ
と
、
仏
前
結
婚
式
で
あ
る
こ
と
な
ど
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
本
館

講
堂
で
の
結
婚
式
も
受
け
付
け
て
い
た
。
ま
た
、
研
修
中
、
宗
教
部
に
よ

る
次
の
よ
う
な
刊
行
物
を
手
に
し
た
。『
祈
り
と
願
い
』（
り
ゅ
う
こ
く
ブ
ッ

ク
ス
92
、
龍
谷
大
学
宗
教
部
、
二
〇
〇
一
年
一
月
）、『
顕
真
館
公
開
講
演
会

講
演
集
』（
り
ゅ
う
こ
く
ブ
ッ
ク
ス
93
、
特
別
号
、
龍
谷
大
学
宗
教
部
、
二

〇
〇
一
年
三
月
）。
後
者
の
『
講
演
集
』
中
に
は
、
宗
教
部
に
よ
る
懸
賞
論

文
二
本
も
含
ま
れ
て
い
た
。

65
）

龍
谷
大
学
で
は
、
建
学
の
精
神
で
あ
る
浄
土
真
宗
の
教
え
（＝

親
鸞

聖
人
の
精
神
）
を
共
に
学
び
、
共
に
実
践
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
に
平

易
な
言
葉
で
五
項
目
に
ま
と
め
て
い
る
。

・
す
べ
て
の
い
の
ち
を
大
切
に
す
る
「
平
等
」
の
精
神

・
真
実
を
求
め
真
実
に
生
き
る
「
自
立
」
の
精
神

・
常
に
わ
が
身
を
か
え
り
み
る
「
内
省
」
の
精
神

・
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
「
感
謝
」
の
精
神

・
人
類
の
対
話
と
共
存
を
願
う
「
平
和
」
の
精
神

66
）

二
〇
〇
一
年
六
月
七
日
に
は
、
第

十

回
顕
真
館
公
開
講
演
会
と

し
て
、
明
治
学
院
大
学
教
授
阿
満
利
麿
氏
に
よ
る
「
仏
教
の
新
し
い
潮
流

｜
エ
ン
ゲ
ー
ジ
ド
・
ブ
デ
ィ
ズ
ム
」
と
題
す
る
講
演
が
行
な
わ
れ
、
私
も

興
味
深
く
聴
講
し
た
。
ま
た
、
六
月
二
十
二
日
に
は
、
大
宮
学
舎
本
館
講

堂
に
お
い
て
作
家
の
高
史
明
氏
に
よ
る
「
君
た
ち
は
、
自
分
が
自
分
で
信

じ
ら
れ
る
か
。」
と
い
う
講
演
が
あ
っ
た
。
な
お
、
エ
ン
ゲ
イ
ジ
ド
・
ブ
デ

ィ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
鍋
島
直
樹
「
エ
ン
ゲ
イ
ジ
ド
・
ピ
ュ
ア
ラ

ン
ド
・
ブ
デ
ィ
ズ
ム
の
探
求
｜
親
鸞
に
お
け
る
真
宗
と
学
」（『
龍
谷
紀
要
』

第
二
十
三
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
一
年

月
）
を
参
照
。

67
）

行
信
教
校
、
行
信
仏
教
学
院
の
、
入
学
資
格
、
入
学
審
査
、
特
典
は

そ
れ
ぞ
れ
次
の
通
り
で
あ
る
（
以
下
、
行
信
教
校
「
入
学
案
内
」
よ
り
）。

教

校
…
…

入
学
資
格

（
Ａ
）
中
央
仏
教
学
院
、
又
は
地
方
仏

教
学
院
卒
業
者
、（
Ｂ
）
本
願
寺
派
教
師
資
格
保
有

者
、（
Ｃ
）そ
の
他
上
記
と
同
等
以
上
の
資
格
あ
り
と

認
め
ら
れ
た
も
の
。

入
学
審
査

仏
教
学
、
真
宗
学

の
口
頭
試
問
。

特
典

卒
業
者
は
、
本
願
寺
派
学
階

得
業
の
予
試
並
び
に
本
試
の
免
除
。

学

院
…
…

入
学
資
格
（
Ａ
）高
等
学
校
卒
業
以
上
の
者
、（
Ｂ
）

旧
制
中
学
校
卒
業
以
上
の
者
、
及
び
そ
れ
と
同
等
以

上
の
資
格
を
有
す
る
と
認
め
た
も
の
。
入
学
審
査

高
校
卒
業
程
度
の
社
会
常
識
に
対
す
る
口
頭
試
問
。

特
典

卒
業
者
は
、
本
願
寺
派
の
教
師
教
修
資
格

を
認
定
せ
ら
れ
る
。

他
に
寄
宿
舎
と
し
て
、
収
容
人
員
二
十
名
（
男
子
の
み
）
か
ら
な
る
「
行

信
寮
」
が
あ
り
、
原
則
と
し
て
新
入
生
に
は
入
寮
を
勧
め
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
。

68
）

行
信
教
校
で
は
、『
一
味
』
と
題
す
る
冊
子
を
発
行
し
て
い
る
ほ
か

に
、
研
究
論
文
集
『
行
信
学
報
』
を
発
刊
し
て
い
る
。
な
お
、
開
講
さ
れ

て
い
る
講
座
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
以
下
、
行
信
教
校
「
入
学
案
内
」

よ
り
）。

（
１
）
教
行
証
文
類
講
読

（
２
）
観
経
講
義

（
３
）
和
讃
講
読

（
４
）
観
経
疏
講
読

（
５
）
大
経
講
義

（
６
）
成
唯
識
論
講
読

（
７
）
宗
教
哲
学

（
８
）
伝
道
学
概
論

（
９
）
会
読
指
導

（
10
）
そ
の
他
特
別
講
座
（
随
時
）

（
11
）
そ
の
他
三
経
・
七
祖
・
本
典
よ
り

ま
た
、
私
が
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
二
〇
〇
一
年
六
月
二
十
日
に
は
、

「
末
法
思
想
の
源
流
と
そ
の
展
開
」
と
題
す
る
、
龍
谷
大
学
非
常
勤
講
師

長
崎
陽
子
氏
の
講
演
が
あ
っ
て
、
私
も
拝
聴
し
た
。

69
）

中
央
仏
教
学
院
へ
の
入
学
資
格
、
特
典
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

予

科
…
…

入
学
資
格

義
務
教
育
を
修
了
し
た
者
、

特
典

本
科
出
願
資
格
、
得
度
考
査
免
除

本

科
…
…

入
学
資
格

イ．

高
等
学
校
ま
た
は
旧
制
中
学
校

卒
業
者
、
ロ．

中
央
仏
教
学
院
予
科
ま
た
は
宗
派
の

認
可
し
た
仏
教
学
院
予
科
修
了
者
、

特
典

研
究
科

出
願
資
格
・
教
師
授
与
申
請
資
格
試
験
免
除
、
得
度

考
査
免
除
、
成
績
等
に
よ
っ
て
研
究
科
・
龍
谷
大
学

短
期
大
学
部
（
仏
教
科
）
へ
の
推
薦
。

研
究
科
…
…

入
学
資
格

イ．

中
央
仏
教
学
院
本
科
ま
た
は
宗

派
の
認
可
し
た
仏
教
学
院
本
科
卒
業
者
、
ロ．

教
師

を
授
与
さ
れ
た
者
、

特
典

本
願
寺
派
学
階
、
得

業
、
予
試
及
び
本
試
免
除
、
成
績
等
に
よ
っ
て
研
究

科
・
龍
谷
大
学
短
期
大
学
部
（
仏
教
科
）
へ
の
推
薦

70
）

通
信
教
育
部
は
、
創
立
五
十
周
年
を
記
念
し
て
昭
和
四
七
年
（
一
九

七
二
）
に
開
設
さ
れ
た
と
い
う
。
宗
派
に
関
係
な
く
、
誰
で
も
応
募
で
き

る
と
の
こ
と
で
毎
年
一
、
〇
〇
〇
名
ほ
ど
の
応
募
が
あ
る
と
い
う
。

71
）

大
学
院
淺
田
ゼ
ミ
の
諸
氏
に
は
、
研
修
生
活
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の

二
〇
〇
一
年
五
月
二
日
、
雨
を
つ
い
て
の
比
叡
山
諸
堂
見
学
に
一
緒
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
を
初
め
、
コ
ン
パ
等
に
も
加
え
て
い
た
だ
く
な

ど
、
楽
し
い
時
間
を
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

た
い
。

72
）

米
森
君
は
、
修
士
論
文
の
一
部
を
こ
の
ほ
ど
ソ
ウ
ル
で
行
な
わ
れ
る

二
二
二

龍
谷
大
学
と
三
論
教
学
（
奥
野
）

二
二
一

龍
谷
大
学
と
三
論
教
学
（
奥
野
）



日
本
印
度
学
仏
教
学
会
の
第
五
十
三
回
学
術
大
会
で
「『
四
論
玄
義
』
逸
文

に
見
る
法
朗
の
教
判
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
発
表
し
、
そ
の
原
稿
を
同
学

会
誌
に
投
稿
予
定
で
あ
る
と
伺
っ
た
。

73
）

醍
醐
寺
は
研
修
期
間
中
に
五
度
ほ
ど
訪
れ
た
。
最
後
に
訪
れ
た
の
は
、

研
修
生
活
も
終
わ
り
に
近
づ
い
た
二
〇
〇
二
年
三
月
十
一
日
（
月
）
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
日
は
今
春
、
龍
大
大
学
院
博
士
課
程
を
終
え
た
山
田
陽

道
君
、
前
に
記
し
た
米
森
俊
輔
君
と
一
緒
で
あ
っ
た
。
山
田
・
米
森
君
と

随
心
院
、
醍
醐
寺
、
日
野
誕
生
院
、
法
界
寺
等
を
見
学
し
て
回
っ
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
本
尊
の
前
で
山
田
君
が
「
恩
徳
讃
」
を
称
え
て
く
れ
た
の
が
心

に
残
っ
た
。
私
に
は
お
そ
ら
く
生
涯
忘
れ
得
ぬ
思
い
出
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

74
）

聖
宝
の
伝
記
は
、『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
第

「
城
州
醍
醐
寺
沙
門
聖
宝

伝
」（『
大
日
本
仏
教
全
書
』

鈴
木
版

第
六
三
巻
六
三
中
｜
下
）
参
照
。

75
）

醍
醐
寺
お
よ
び
聖
宝
と
日
本
三
論
宗
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
平
井
俊

榮「
鎌
倉
時
代
の
三
論
教
学
」（『
金
澤
文
庫
研
究
』第
二
六
九
号
、
一
九

二
年
九
月
）を
参
照
。
ま
た
、
大
西
龍
峯「
鎌
倉
期
三
論
宗
と
禅
宗
」（『
駒

澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
十
六
号
、
一
九

五
年
十
月
）
も
あ
わ
せ
て

参
照
さ
れ
た
い
。

76
）

宇
井
伯
寿
博
士
の「
大
乗
玄
論
解
題
」（『
国
訳
一
切
経
』「
諸
宗
部
一
」）

は
、
こ
の
寂
性
を「
日
本
大
蔵
経
に
あ
る
死
不
怖
論
科
釈
の
著
者
で
あ
る
」

（
三
頁
）
と
す
る
が
、「
死
不
怖
論
科
釈
」
の
著
者
は
、『
増
補
改
訂
・
日
本

大
蔵
経
』
第
九
十

巻
「
解
題
二
」（
講
談
社
、
五
九
頁
）
に
い
う
よ
う

に
、
性
空
（
｜
一
六
九
七
｜
）
で
あ
り
、
上
記
は
宇
井
博
士
の
誤
認
で
あ

ろ
う
と
思
う
。

77
）

上
醍
醐
に
は
清
瀧
宮
拝
殿
（
国
宝
）
が
あ
り
、
下
醍
醐
に
は
清
瀧
宮

本
殿
（
重
要
文
化
財
）
が
あ
る
。

78
）

こ
の
ほ
ど
醍
醐
寺
で
は
、
鎌
倉
前
期
の
作
と
さ
れ
る
開
祖
聖
宝
の
肖

像
画
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
（
二
〇
〇
一
年

月
二
十
四
日
付
、
京
都
新

聞
に
よ
る
）。

79
）

若
園
善
聡
先
生
の
ご
紹
介
に
よ
り
、
禅
林
寺
永
観
堂
所
蔵
文
献
の
中
、

主
と
し
て
三
論
関
係
の
文
献
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
中
に
は

元
康
『
肇
論
疏
』、
観
理
『
方
言
義
私
記
』
等
の
貴
重
な
文
献
も
含
ま
れ
て

い
た
。
い
ず
れ
若
園
先
生
や
伊
藤
隆
寿
先
生
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
詳
し
く
調
査
を
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
二
〇
〇
二
年
六
月
二
十
五
日
記
）

（
追
記
）

龍
谷
大
学
に
お
け
る
宗
教
教
育
に
つ
い
て
は
、
笠
原
芳
光
「
二
十
一
世
紀

の
仏
教
を
め
ざ
し
て

龍
谷
大
学
の
宗
教
教
育
」（
笠
原
『
宗
教
再
考
』

教
文
館
、
一
九

六
年
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。

二
二
四

龍
谷
大
学
と
三
論
教
学
（
奥
野
）

二
二
三

龍
谷
大
学
と
三
論
教
学
（
奥
野
）


